
東北支部

　[件　　名]　鉄塔ボルト取替時，ボルトを取替する部材にランヤードとワークポジショニングロー

　　　　　　　 プを掛け，片側のボルトを外した際，部材の端部が開放されたことにより部材からラ

 ンヤードとワークポジショニングロープが抜け墜落した。（推定）

　[作業内容]　ボルト取替

　[経　　緯]

　 7月9日(水)

 8:40頃 被災者は他作業員とともにTBM-KYを実施した。

 8:50頃 被災者は他作業員とともに，送電鉄塔の塔体ボルトの取替を開始した。

 9:30頃 鉄塔ボルト取替時，ボルトを取替する部材にランヤードとワークポジショニン

グロープを掛け，片側のボルトを外した際，部材の端部が開放されたことによ

り部材からランヤードとワークポジショニングロープが抜け，地上高約31mか

ら墜落した。（推定）

10:48頃 被災者は病院に到着した。

13:00頃 被災者は集中治療室に移動した。

　 7月10日(木)

15:20頃 被災者の右大腿骨骨幹部の手術が開始された。

19:00頃 被災者の手術が終了した。今後は右足のリハビリを行う予定で，脳と肺の症状

に対しては，経過観察となった。

　[被災程度]　    　右大腿骨骨幹部骨折，胸部外傷（左右第1肋骨骨折，右肺挫傷，外傷性気胸），

びまん性軸索損傷

　[服装・装備] 　　 作業衣上下，保安帽，空調服，安全靴，皮手袋，フルハーネス型墜落制止用器具

　[災害発生状況]　　災害概要図(様式2)のとおり
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